
　　　　　トリス（2，5一ジブロモブロピル）フ牙スフエートの

　　　　　　　　　　　　　　　分解度試験成績報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試料煮K－174）

　　　分子式　　C・H1－Br・04P

　　　　　　　　BrCEICHBr　CHIO＼
　　　構造式　　BrCH・CHBrCEtO‘』こP＝0　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　Br　C　H！C　HBr　C　Hl　O

　　　性　　状

　　　　　　　　組成　　リン4．4％　臭素68．7％

　　　　　　　　比　重　　2．25

　　　　　　　　粘度　6000cp8

　　　　　　　　凝固点　　一8℃

　　　　　　　　分解点　　260℃

　　　　　　　　溶解性　　水に不溶　有機溶剤可溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

綴喜翻一一一藤
　5．1　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　52　酸素消費量測定

　　　　　5，1の記録による

1．試験期間　　昭和51年5月10日～昭和51年9月14日

2　試　　料　　名　　　トリス（2，5一ジヴbモプロピル）ブォスフェート

5．試験方法及び条件

5．5　生分解試験後の直接定量法

　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　　　　　　試　験　液

　　　　　　　　　　←クロロホルム80皿1

　　　　　　　　　　・振とう　15分

　　　　　　　　　　・静置1時間

歯，　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　クロ・ホルム層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　降水（鰍鰍ナトリウム）

　　　　　　　　　　　　1●定容10舳1

　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　厘廻

　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器　F工D

　　　キャリアガス　　N1

　　　充てん剤　5％OV一可7／クロモソルブWAW

　　　ガラスカラム　　21皿1¢×ロ．ろ皿

　　　カラム温度　 236℃

　　　　　　　以下次頁に続ぐ

（巳）　使用分析機器

（b）　分析試料の前処理

（c）分析条件



4．試．験結果
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※　負の値を得たので（一）とした。

5．備　　考

　　　供試物質は粘度の高い液体のため撹拌子に50㎎を付着させ

　　て培養ピンへ添加した。

　　　又クーロメーターセット時は液滴となり培養ピンの底へ沈ん

　んだが、14日後には撹拌子に付着していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


